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一週間前に業者が自宅に来て、集まりがあるからと知人宅の車庫に呼び出された。行ってみ

ると近所の人が数人すでに集まっており、「元気に手を上げた人は無料です！」と煽られ、つい

手を上げていろいろな品物をもらった。最後に「腰や足の痛いところが治るという温熱治療器

を特別価格26万円で欲しい人！」と言わ

れた時も手を上げてしまい、結局購入し

てしまった。後でよく考えると、一時の興奮状態で高

額な商品の契約をしたことを後悔している。解約した

いのですが…。　　　　　　　　　　（７０代　女性）

閉め切った会場で日用品や食料品

などを無料で配り、得した気分にさせ、

異様な雰囲気の中で消費者の冷静な

判断を失わせ、最後に高額な商品を

売りつける商法を「催眠商法（ＳＦ商法）」といいま

す。最近では、会場を閉め切って帰らせない、脅か

して契約書を書かせるなど、手口が乱暴で悪質に

なる傾向にあります。この商法は、法律（特定商取

引法）で、「訪問販売」の一形態として８日間のクー

リング・オフ（無条件解約）期間が定められています。

今回の相談は契約書面を受取ってから７日目であ

り、クーリング・オフすることができるので、配達

記録郵便で解約通知を発信するよう助言しました。

また、クーリング･オフ期間が過ぎていても、販売目

的を告げられていなかった場合や、事業者が重要な事

実を言わなかったり嘘を言って消費者が誤解して契

約した場合、脅されたり困惑させられて契約をした場

合など、勧誘方法などに問題があれば解約できる場合

があります。あきらめずに相談機関にご相談ください。

このような、目的のはっきりしない集いには安易に誘

いにのらない注意が必要です。
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おど

催眠商法で買ってしまった高額な温熱治療器

� � � 　～解約したいのですが…～

子どもがこんにゃく入りゼリーを食べたところ、喉に詰まらせ死亡したという事故が

全国で今年３月～４月に２件発生しました。今回の２事例は、いずれも７歳の子どもで発

生しており、これまでの２歳～３歳程度の幼児の事故とは異なっています。国民生活セン

ターは、「事故の再発防止のための明確な方策が示されていない現状では、こんにゃく入りゼリーを子どもや高

齢者に食べさせることは控えるべきである。」とアドバイスしています。

詳しくは、独立行政法人国民生活センターホームページをご覧ください。

http://www.kokusen.go.jp

温熱治療器
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商品一般

教養娯楽品

住居品

金融・保険サービス

運輸・通信サービス

他の役務

契約・解約に

関する相談

販売方法に

関する相談

価格・料金に

関する相談
通信販売 店舗購入 訪問販売

5,270 5,826 6,414
7,400

9,115

18,955

21,964

13,644

10,677

○相談件数は減少するも、１万件を超える

・平成１８年度の相談件数は、１０，６７７件※（対前年度比７８．１%）でした。

・平成１７年度から引き続く傾向として、架空請求・不当請求が国や県の対策等により沈静化したことに伴い、相談件

数は前年度より減少していますが、依然として１万件を超えており、高い水準で推移しています。

（※架空請求音声ガイダンス９６５件含む）

・契約当事者を年齢別にみると、７０歳代の相談が増加しています（対前年度比１１２．９％）。職業別では、給与生活

者が全体の約４８％、無職が約２４％を占めています。

○相談内容の多様化・複雑化の傾向

・商品・サービスの多様化や、業者の巧妙な手口の出現などに伴って、相談内容が多様化・複雑化する傾向にありま

す。

○消費者金融に関する相談

・相談件数は、１，５７８件（対前年度比８９．４％）でした。

・相談内容では、多重債務の整理方法についての相談が最も多く、貸金業法等の改正に伴い、法的知識に関する相

談も増えました。

平成１８年度 相談の概要平成１８年度 相談の概要

商品・役務別相談状況 （件数の多いもの上位３位）

相談内容別相談件数 （件数の多いもの上位３位） 販売購入形態別相談件数 （件数の多いもの上位３位）

商品・役務別相談状況 （件数の多いもの上位３位）

相談件数の推移相談件数の推移

商品に関する相談状況

1位

2位

3位

1位

資格取得用教材、補習用教材などの契約・解約に関する相談など。
2位

訪問販売による点検商法等によって契約した寝具類や浄水器等に

関する相談など。

3位

サラ金からの借入れやクレジットの利用などによる多重債務や債務

整理の相談など。

携帯電話やパソコンの広告メールを開いたところアダルトサイトに登

録になり、不当に利用料金を請求されたという相談など。

結婚相手紹介サービスに関する相談や冠婚葬祭サービス、祈祷サ

ービスに関する相談など。

役務（サービス）に関する相談状況

1位

2位

3位

1位

2位

3位

相談内容別相談件数 （件数の多いもの上位３位） 販売購入形態別相談件数 （件数の多いもの上位３位）

1位 2位 3位1位 2位 3位 1位 2位 3位1位 2位 3位
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H10� H11� H12� H13� H14� H15� H16� H17� H18� （年度）

5,270 5,826 6,414
7,400

9,115

18,955

21,964

13,644

10,677

「総合消費料金」などの名目で、利用した覚えのない請求のはがき

や封書が届いたという架空請求の相談など。
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高齢者の被害高齢者の被害

特徴的な被害

金融に関する相談について

高齢者や判断能力不十分者宅を訪れて、次々と商品を売りつける「次々販売」や、催眠商法（SF商法）による「高額な健

康食品や医療用具を契約させられた」という相談が寄せられました。また、子供のために結婚相手紹介サービスを利用し

たが解約料が高額である、という相談や、投資話に関する悪質な勧誘・契約の相談が寄せられました。

若者の被害若者の被害

「着信メールやアダルトサイトを開いたところ、高額な登録料を請求された」という不当請求や、消費者金融関連の相談が

多く寄せられました。また、「過去のサービス会員契約の会費が未納になっている」と、突然高額な請求が送りつけられた

といった二次被害の相談や、キャッチセールス・アポイントメントセールスによる被害も依然として多く寄せられています。

債務者特性債務者特性

◇性別の割合は、男性が６９％、女性が３１％で、昨年とほぼ同比率です。

◇年代別では、３０～５０歳代が全体の６６％（前年度６９％）を占めています。続いて、６０歳代以上が２０％（前年度１５

％）となっています。

◇職業別では、給与生活者が６６％と最も多く、次いで無職者が２１％、自営業者が９％となっています。

負債状況等負債状況等

◇借入業者数は、１～４社までが全体の６０％、５～９社が２８％、１０～１４社が５％を占めています。

◇借入金額は、１００万円以下が全体の３３％、１００万円超～２００万円以下が１６％、２００万円超～３００万円以下が

１４％、３００万円超～５００万円以下が１７％です。また、１，０００万円以上は４％です。

◇相談内容別では、負債の「整理方法」に関する相談が最も多く全体の４６％を占めています。続いて、保証金詐欺等の

「苦情」相談が２４％、「法的知識」に関する相談

が１５％、「取り立て」に関する相談が７％となっ

ており、中でも負債の「整理方法」に関する相談

は前年度比１０４％になっています。

◇借入金の使途別内訳では「生活費」が全体の４

６％、「遊興費」２３％、「事業資金」８％となって

います。また、「ギャンブル」と「生活費」は、それ

ぞれ前年度比１１５％、１０７％と増加しています。
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改正前 改正後 改正前 改正後

合計税額は同じ

ご存知ですか？ご存知ですか？ 平成19年6月から住民税が大きく変わります。

・多くの方が、平成19年6月から住民税が変わります。その主な理由は次の3つです。

　※住民税は、県民税と市町村民税の総称です。

・具体的な税額の変更（一定の条件に基づく試算です。）※改正前には所得税と住民税の定率減税が考慮されています。

国に納める税金の一部が県や市町村に納める税金に移ります。

＜負担は変わりません＞

この改正を「税源移譲」といいますが、「所得税＋住民税」の負

担の総額は変わりません。

定率減税が廃止されます。＜負担が増えます＞※所得税における定率減税も併せて廃止されます。

【住民税の場合】＜18年度：税額の7.5%相当額の控除（限度2万円）＞   　　　＜19年度：廃止＞

「水と緑の森づくり税」がスタートします。＜負担が増えます＞個人の場合は年間500円をご負担いただくことになります。

※水と緑の森づくり税は、住民税に加算して納めていただきます。

理由1

理由2

理由3

理由1

理由2

理由3

所得税 住民税

所得税 住民税

所得税 232,200円

住民税 154,700円

計 386,900円

所得税 160,500円

住民税 265,000円

計 425,500円

所得税 107,100円

住民税 74,300円

計 181,400円

所得税 59,500円

住民税 140,000円

計 199,500円

例：単身者給与収入５００万円の場合 例：夫婦子供二人給与収入５００万円の場合
　　（専業主婦で子供の一人は高校生）

例：単身者給与収入５００万円の場合 例：夫婦子供二人給与収入５００万円の場合
　　（専業主婦で子供の一人は高校生）

※増加要因：定率減税廃止３８，１００円、水と緑の森づくり税５００円 ※増加要因：定率減税廃止１７，６００円、水と緑の森づくり税５００円

問合せ先：富山県税務課　�０７６－４４４－３１７８

「エコライフ・アクト大会」の開催について

日常生活の中で、ごみや二酸化炭素を極力排出しない取組み（エコライフスタイル）を促進するため、「エコライフ・アクト大会」を

開催します。多くの方々のご参加をいただきますようお願いいたします。

◆日　時：平成１９年６月１０日（日）１３：００～１６：２０　◆場　所：タワー１１１　３階「スカイホール」（富山市牛島新町５－５）

◆主　催：富山県、財団法人とやま環境財団

◆内　容：＜式　 典＞環境月間ポスター等表彰式、レジ袋ゼロ宣言等

　　　　　   ＜記念行事＞①「とやまエコライフ・アクト１０宣言」ＰＲ ②公開講座「チャレンジ１０ｉｎエコライフ・アクト大会」

� 　　   　　　　 ③映画「不都合な真実」特別上映

�　　　　  ＜展　 示＞環境月間ポスター受賞作品、「こどもエコクラブ」壁新聞等

◆問合せ先：富山県生活環境文化部環境政策課　　TEL ０７６－４４４－３１４１

富山市消費生活センター ……  　０７６－４４３－２０４７
（富山市新桜町７番３８号富山市役所本庁舎内）

　総合行政センター
　　大沢野�０７６－４６７－５８１０　　婦　中�０７６－４６５－２１１５
　　大　 山�０７６－４８３－１２１２　　山　田�０７６－４５７－２１１３
　　八　 尾�０７６－４５４－３１１４　　細　入�０７６－４８５－９００１
魚津市…………………………�０７６５－２３－１００３
滑川市…………………………�０７６－４７５－２１１１（内３２３）
黒部市…………………………�０７６５－５４－２１１１（内３１６）
舟橋村…………………………�０７６－４６４－１１２１（内２９）
上市町…………………………�０７６－４７２－１１１１（内１４１）
立山町…………………………�０７６－４６２－９９６３
入善町…………………………�０７６５－７２－１１００（内１３５）
朝日町…………………………�０７６５－８３－１１００（内２３５）
砺波市…………………………�０７６３－３３－１１１１（内１４３）
　庄川支所 ……………………�０７６３－８２－１９０２

高岡市市民協働課………………�０７６６－２０－１５５２
（高岡市広小路７番５０号）

　福岡行政センター ……………�０７６６－６４－５３３３
氷見市……………………………�０７６６－７４－８０１０
小矢部市…………………………�０７６６－６７－１７６０（内４２４）
南砺市……………………………�０７６３－２３－２００８
　行政センター
　　福　野�０７６３－２２－１１０１　　平　　� ０７６３－６６－２１３２
　　井　波�０７６３－８２－１１８１　　上　平�０７６３－６７－３２１２
　　城　端�０７６３－６２－１２１３　　利　賀�０７６３－６８－２１１２
　　福　光�０７６３－５２－１５７１　　井　口�０７６３－６４－２２１２
射水市（大島庁舎）………………�０７６６－５２－７９６６
　地区行政センター
　　新　湊�０７６６－８２－１９６４　　大　門�０７６６－５２－７３９７
　　小　杉�０７６６－５７－１６３６　　下　　� ０７６６－５９－８０９５

◆富山県消費生活センター高岡支所
　高岡市本丸町７番１号（本丸会館内）
　消費生活相談、消費者金融相談　�０７６６－２５－２７７７

◆富山県消費者協会（富山県消費生活センター内）
　※土曜日・日曜日に消費生活に関する相談を受けています。
　�０７６－４３２－５６９０　午前９時～午後４時

◆富山県消費生活センター
　富山市湊入船町６番７号（富山県民共生センター内）
　消費生活相談　　 �０７６－４３２－９２３３
　消費者金融相談　�０７６－４３３－３２５２
　ＵＲＬ　http://pref.toyama.jp/branches/1731/1731.htm
　【開所時間】午前８時３０分～午後５時（土・日曜、祝日、年末年始を除
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